広島県肝炎対策事業の実施状況について
平成２９年９月１５日
広島県健康福祉局薬務課
１　肝炎ウイルス検査事業
（１）老人保健事業（平成14年度から19年度まで実施）
平成14年度からC型肝炎等緊急総合対策事業として，５年間の限定で40歳以上の住民検診の基本検診に肝炎ウイルス検査を実施した。さらに，平成19年度は１年間の限定で新40歳と５年間の検診を受けられなかった人に対し実施した。
	
	平成14年度から
平成18年度
	平成19年度
	計

	肝炎検診対象者数
	324,335
	18,990＊１
	343,325

	C型肝炎検診受診者
	91,357
	15,673＊２
	107,030

	B型肝炎検診受診者
	89,918
	20,161＊３
	110,079


＊１：新40歳 

＊２：新40歳：1,028人（5.4％），節目外（41～75歳）：14,645人
＊３：新40歳：1,405人（7.4％），節目外（41～75歳）：18,756人
　　　（平成４年度から13年度の累計受診数44,000人）
（２）健康増進事業（平成20年度から実施）
　　　全国での検診受診率が４割弱であったことから，平成20年度から健康増進事業として肝炎ウイルス検査が引き継がれた。ただし，老人保健事業での肝炎ウイルス検査は義務であったのに対し，健康増進事業での肝炎ウイルス検査は努力義務となっている。
ただし，平成20～24年度は全市町で実施しているが，平成25年度以降，広島市は特定感染症検査等事業でのみ肝炎ウイルス検査を実施している。
	年度
	H20
	H21
	H22
	H23
	H24
	H25
	H26
	H27
	計

	Ｃ型肝炎検診

受診者数
	10,568
	10,199
	11,787
	10,639
	15,354
	11,760
	15,083
	14,276
	99,666

	Ｂ型肝炎検診

受診者数
	10,765
	10,384
	11,938
	11,017
	15,369
	13,185
	15,165
	14,457
	102,280


　老人保健事業と健康増進事業を合わせた受診者数は次のとおりである。
	事業名
	老人保健事業
	健康増進事業
	計

	Ｃ型肝炎検診

受診者数
	107,030
	99,666
	206,696

	Ｂ型肝炎検診

受診者数
	110,079
	102,280
	212,359


（３）特定感染症検査等事業
保健所の検査として実施する事業で，広島県では平成18年度から実施した。平成20年度からは
年齢制限を廃止し，他に検診の機会がない方に対し，医療機関への委託事業もあわせて実施してい
る。
	年度
	H20
	H21
	H22
	H23
	H24
	H25
	H26
	H27
	H28

	医療機関数
	838
	303
	237
	244
	231
	254
	239
	247
	248


	年度
	H18
	H19
	H20
	H21
	H22
	H23
	H24

	C型肝炎

検診受診者
	71

(1)
	2,873

(748)
	26,618
(4,541)
	25,471
(6,926)
	15,973
(4,434)
	13,195
(3,278)
	13,217
(3,148)

	Ｂ型肝炎

検診受診者
	0

(0)
	2,125

(0)
	24,343

(3,742)
	20,817

(5,482)
	14,817
(3,649)
	11,241
(2,703)
	11,793
(2,774)


	年度
	H25
	H26
	H27
	Ｈ28
	計

	C型肝炎

検診受診者
	24,022

(3,502)
	20,925

(3,209)
	18,675

(2,325)
	15,008

（1,926）
	176,048
(34,038)

	Ｂ型肝炎

検診受診者
	23,292

(3,218)
	20,028

(2,922)
	17,849

(2,078)
	14,307

(1,753)
	160,612

(28,321)


検査実施数は，保健所設置市の検査数も含む県全体，（　）内は保健所設置市分を除く検査数
＊県が実施の「肝炎ウイルス検査（出張型）事業」分（平成23年度：343人，平成26年度：450人，平成27年度：287人，平成28年度：62人）を含む。
２　肝炎治療特別促進事業
ウイルス性肝炎の根治を目的とするインターフェロン治療費の助成を行い，肝がん・肝硬変といった重篤な病態への進行を予防するための事業で，平成20年4月から実施されている。
平成28年度からは，C型肝炎のインターフェロンフリー治療にオムビタスビル水和物・パリタプレビル水和物・リトナビル配合錠及びリバビリン併用療法エルバスビル及びグラゾプレビル併用療法の追加により，C型肝炎の根治率の更なる向上を図るとともに，B型肝炎の核酸アナログ製剤治療の更新申請について，診断書に代わる資料の添付でも可としたことにより，手続きの簡素化を図った。
平成29年度からは，ソホスブビル及びリバビリン併用療法の対象者にセログループ１又は２以外の患者を追加した。
（1） 肝炎治療受給者証の認定
ア　肝炎治療費助成対象患者認定協議会（以下「認定協議会」という。）
肝炎治療受給者証の認定については，事業の適正かつ円滑な実施を図るため，次に示す認定協議会委員２人の輪番制により医学的妥当性を協議し，意見を聴いたうえで認定している。
認定協議会委員は，広島県肝疾患診療支援ネットワーク体制を構成する専門医療機関の専門医の中から，専門医を指導する日本肝臓学会認定指導医を中心に次の委員で構成されている。
　　　≪認定協議会の構成委員≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【敬称略】
	医療機関名
	委員名
	医療機関名
	委員名

	国立大学法人 広島大学病院
	相方 浩
	広島県厚生農業協同組合連合会尾道総合病院
	天野 始

	医療法人 恒和会 松石病院
	相光 汐美
	独立行政法人国立病院機構 
福山医療センター
	坂田 達朗

	医療法人社団 育仁会 
川上消化器内科クリニック
	川上 廣育
	福山市民病院
	坂口 孝作

	医療法人 吉川医院
	吉川 正哉
	医療法人社団 
日本鋼管福山病院
	吉田 智郎

	舛田内科・消化器科
	舛田 一成
	市立三次中央病院
	中西 敏夫

	広島赤十字・原爆病院
	辻 恵二
	医療法人社団うすい会
高陽ニュータウン病院
	高橋 祥一


イ　認定協議会での医学的判断の均一性の確保
　毎月の協議会で個別に派生する治療方法についての疑義事例について，肝疾患診療連携拠点病院等連絡会などで協議し，認定協議の統一性を図ることとしている。
ウ　受給者証発行状況
　　（ア）インターフェロン治療（新規〔3剤併用療法を除く〕）
　　　《平成27年度》
	　　
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	11

(2)
	5

(1)
	3

(2)
	5

(2)
	2

(2)
	3

(2)
	1

(1)
	3

(2)
	3

（3）
	1

（1）
	1

（1）
	1

（1）
	39

（20）

	発行数
	11

(2)
	5

(1)
	3

(2)
	5

(2)
	2

(2)
	3

(2)
	1

(1)
	3

(2)
	3

（3）
	1

（1）
	1

（1）
	1

（1）
	39

（20）


＊（　）はＢ型肝炎患者の再掲

　　　《平成28年度》
	　　
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	2

(2)
	3

(2)
	1

(1)
	1

(1)
	1

(1)
	1

(1)
	3

(3)
	0

(0)
	0

（0）
	1

（1）
	1

(1)
	1

(1)
	15

(14)

	発行数
	2

(2)
	3

(2)
	1

(1)
	1

(1)
	1

(1)
	1

(1)
	3

(3)
	0

(0)
	0

（0）
	1

（1）
	1

(1)
	1

(1)
	15

(14)


＊（　）はＢ型肝炎患者の再掲
　　　
　（イ）インターフェロン治療（2回目の制度利用〔3剤併用療法を除く〕）

　　　《平成28年度》

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	0

(0)
	0

(0)
	0

(0)
	0

(0)
	0

（0）
	0

（0）
	1

(1)
	0

(0)
	0

（0）
	0

（0）
	0

(0)
	0

(0)
	1

(1)

	発行数
	0

(0)
	0

(0)
	0

(0)
	0

(0)
	0

（0）
	0

（0）
	1

(1)
	0

(0)
	0

（0）
	0

（0）
	0

(0)
	0

(0)
	1

(1)


＊（　）はＢ型肝炎患者の再掲
（ウ）インターフェロン治療（シメプレビルを含む3剤併用療法）

《平成27年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	3
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4

	発行数
	3
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4


《平成28年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	発行数
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


（エ）インターフェロン治療（バニプレビルを含む3剤併用療法）

《平成27年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	1
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	3

	発行数
	1
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	3


（オ）インターフェロンフリー治療（ダクラタスビル及びアスナプレビル併用療法）
《平成27年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	158
	133
	126
	83
	69
	30
	6
	12
	4
	1
	4
	3
	629

	発行数
	158
	133
	126
	83
	69
	30
	6
	12
	4
	1
	4
	3
	629


《平成28年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	2
	2
	1
	3
	1
	1
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	11

	発行数
	2
	2
	1
	3
	1
	1
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	11


　（カ）インターフェロンフリー治療（ソホスブビル及びリバビリン併用療法）

《平成27年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	-
	-
	-
	194
	180
	131
	59
	81
	56
	47
	39
	42
	829

	発行数
	-
	-
	-
	194
	179
	131
	59
	81
	56
	47
	39
	42
	828


《平成28年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	41
	28
	27
	37
	24
	30
	22
	31
	18
	19
	16
	21
	314

	発行数
	41
	28
	27
	37
	24
	30
	22
	31
	18
	19
	16
	21
	314


（キ）インターフェロンフリー治療（レジパスビル/ソホスブビル併用療法）

	《平成27年度》

	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	206
	332
	190
	127
	97
	64
	1,016

	発行数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	206
	332
	190
	127
	97
	64
	1,016


《平成28年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	68
	42
	41
	45
	33
	39
	20
	40
	22
	20
	15
	11
	370

	発行数
	68
	42
	41
	45
	33
	39
	20
	40
	21
	20
	15
	11
	369


（ク）インターフェロンフリー治療（オムビタスビル水和物・パリタプレビル水和物・リトナビル配合錠）

《平成27年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	10
	15
	26
	29
	80

	発行数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	10
	15
	26
	29
	80


《平成28年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	38
	22
	24
	22
	23
	17
	13
	15
	18
	22
	6
	4
	224

	発行数
	38
	22
	24
	22
	23
	17
	13
	15
	18
	22
	6
	4
	224


（ケ）インターフェロンフリー治療（オムビタスビル水和物・パリタプレビル水和物・リトナビル配合錠及びリバビリン併用療法）

《平成28年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	3
	5
	4
	3
	0
	15

	発行数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	3
	5
	4
	3
	0
	15


（コ）インターフェロンフリー治療（エルバスビル及びグラゾプレビル水和物併用療法）

《平成28年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	10
	26
	20
	14
	70

	発行数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	10
	26
	20
	14
	70


　　（サ）インターフェロンフリー再治療（ソホスブビル及びリバビリン併用療法）

　　　《平成27年度》

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	1
	0
	0
	1

	発行数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	1
	0
	0
	1


（シ）インターフェロンフリー再治療（レジパスビル/ソホスブビル配合錠）

　　　《平成27年度》

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	12
	12
	11
	35

	発行数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	12
	12
	11
	35


《平成28年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	6
	9
	12
	7
	2
	2
	1
	1
	1
	1
	0
	2
	44

	発行数
	6
	9
	12
	7
	2
	2
	1
	1
	1
	1
	0
	2
	44


（ス）インターフェロンフリー治療再治療（オムビタスビル水和物・パリタプレビル水和物・リトナビル配合錠）

《平成28年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	1
	0
	1

	発行数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	1
	0
	1


（セ）インターフェロンフリー治療再治療（オムビタスビル水和物・パリタプレビル水和物・リトナビル配合錠及びリバビリン併用療法）

《平成28年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	3
	1
	4

	発行数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	3
	1
	4


（ソ）インターフェロンフリー再治療（エルバスビル及びグラゾプレビル併用療法）

《平成28年度》
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	1
	2
	1
	0
	4

	発行数
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	1
	2
	1
	0
	4


（タ）核酸アナログ製剤治療（新規）

　　　《平成27年度》

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	37
	34
	40
	41
	37
	31
	14
	30
	31
	28
	40
	25
	388

	発行数
	36
	34
	38
	40
	35
	30
	14
	28
	29
	27
	39
	25
	375


　　　《平成28年度》

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	39
	27
	35
	24
	30
	29
	14
	24
	18
	37
	17
	17
	311

	発行数
	34
	27
	33
	23
	28
	29
	13
	22
	18
	37
	14
	17
	295


　　（チ）核酸アナログ製剤治療（更新）

　　　《平成27年度》

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	215
	157
	202
	157
	148
	146
	86
	123
	117
	373
	592
	244
	2,560

	発行数
	215
	157
	202
	157
	148
	146
	86
	123
	117
	373
	592
	244
	2,560


《平成28年度》

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	220
	190
	194
	211
	153
	178
	139
	126
	98
	570
	508
	202
	2789

	発行数
	220
	190
	194
	211
	153
	178
	139
	126
	98
	570
	508
	202
	2789


· 階層区分　平成27年度：甲 669　乙 4,901　平成28年度：甲 550　乙 3,652（H29.3月まで）
（ツ）インターフェロン治療受給者証延長治療発行状況
　　ア　副作用延長（2ヶ月延長）

　　　《平成27年度》

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	申請数
	1
	2
	1
	1
	1
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	7

	発行数
	1
	2
	1
	1
	1
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	7


（３）肝炎治療指定医療機関等数
	
	ネットワーク専門医療機関
	専門医常勤
医療機関
	ネットワーク連携医療機関
	薬局
	計

	制度発足時（H20.4.17）
	31
	67
	161
	821
	1,080

	現在（H29.6.7）
	34
	212
	723
	1,361
	2,330


· 県外：専門医常勤医療機関　105，薬局　85
３　肝疾患診療連携拠点病院事業
（１）国立大学法人広島大学病院
ア　肝疾患診療連携拠点病院等連絡会
平成19年10月に国立大学法人広島大学病院が肝疾患診療連携拠点病院（以下「拠点病院」と
いう。）として選定されたことを受け，拠点病院等連絡会を設置した。拠点病院等連絡会の委員
は，各二次医療圏で選定されているネットワーク専門医療機関の中から各圏域の中核的な医療機関から次の12の医療機関の専門医で構成している。

	医療機関名
	委員名
	医療機関名
	委員名

	国立大学法人 広島大学病院
	茶山 一彰
	広島県厚生農業協同組合連合会尾道総合病院
	天野 始

	医療法人 恒和会 松石病院
	相光 汐美
	独立行政法人国立病院機構 
福山医療センター
	坂田 達朗

	医療法人社団 育仁会 
川上消化器内科クリニック
	川上 廣育
	福山市民病院
	坂口 孝作

	医療法人 吉川医院
	吉川 正哉
	医療法人社団 
日本鋼管福山病院
	吉田 智郎

	国立大学法人　広島大学病院
	田中 純子
	市立三次中央病院
	中西 敏夫

	広島赤十字・原爆病院
	辻 恵二
	医療法人社団うすい会

高陽ニュータウン病院
	高橋 祥一

	舛田内科・消化器科
	舛田 一成


《平成28年度》

　　　　第１回連絡会
日時：平成28年6月21日（火）19：00～
場所：広島大学病院
議題：
　１）報告事項
　（１）平成27年度肝疾患診療連携拠点病院事業報告及び今年度事業計画

　（２）平成28年度の広島県肝炎対策関係の主な事業について
　（３）肝炎対策事業の実施状況について
　（４）肝炎治療受給者証（核酸アナログ製剤治療）交付申請に係る診断書の簡素化につい

　　　　て
　（５）肝炎重症化・肝がん予防推進事業について
　２）協議事項

　（１）「広島県肝疾患患者フォローアップシステム事業」について
　　　　第２回連絡会

　　　　　日時：平成29年3月8日（水）19:00～

　　　　　場所：広島大学病院

　　　　　議題：

１）報告事項

　　　　　　　（１）平成28年度肝疾患診療連携拠点病院事業報告及び平成29年度事業計画
　　　　　　２）報告・協議事項
　　　　　　　（１）広島県肝炎対策事業の実施状況について

　　　　　　　（２）第３次広島県肝炎対策計画（案）について
　　　　　　　（３）「広島県肝炎治療特別促進事業取扱要領」の運用変更等について

　　　　　　　（４）肝炎重症化・肝がん予防推進事業について
　　　　　　　（５）平成29年度の肝炎対策関係の主な事業について
≪平成29年度≫

　第１回連絡会

日時：平成29年７月19日（水）19：00～
場所：広島大学病院
議題：
　１）報告事項
　（１）平成28年度肝疾患診療連携拠点病院事業報告及び今年度事業計画

　（２）平成29年度の広島県肝炎対策関係の主な事業について
　（３）肝炎対策事業の実施状況について
　（４）広島県肝炎治療特別促進事業について
　（５）肝炎重症化・肝がん予防推進事業について
　２）協議事項

　（１）「広島県肝疾患患者フォローアップシステム事業」について
イ　肝疾患相談室の運営
平成19年12月に設置
相談時間：月～金10:00～16:00（12:00～13:00除く）　
担当者：一般相談：看護師１名・専門相談：医師１名
相談方法：電話及び面談
相談内容：肝炎ウイルスの身体影響，検診受診の必要性，治療の意義，地域の医療提供体制，日常生活での留意点，感染予防，定期的医療機関受診の必要性，インターフェロン療法施行時の不安払拭等
　　　相談実績は，別紙資料のとおり
ウ　肝炎専門医療従事者の研修事業
	開催年度
	開催日時
	内容

	Ｈ28
	平成29年３月25日（土）
	・進行肝細胞癌の治療方針について

・非アルコール性脂肪性肝疾患（ＮＡＦＬＤ）について

年度報告

・広島県肝炎治療特別促進事業の運用変更等について


エ　一般医療従事者の研修事業
	開催年度
	開催日時
	内容

	Ｈ28
	平成28年６月４日（土）
	・肝癌について

・ＮＡＦＬＤについて

	
	平成28年10月22日（土）
	・肝炎ウイルスと肝臓病

・肝がんの診断と治療について

	
	平成29年３月25日（土）
	・進行肝細胞癌の治療方針について

・非アルコール性脂肪性肝疾患（ＮＡＦＬＤ）について

・年度報告

・広島県肝炎治療特別促進事業の運営変更等について

	Ｈ29
	平成29年７月１日（土）
	・肝炎について

・肝臓と栄養について

	
	平成29年７月８日（土）
	・肝疾患コーディネーターの役割

・肝疾患による掻痒症への対応

・各施設での悩み・取組み

	
	平成29年10月28日（土）
	・肝がんについて

・肝硬変について

	
	平成30年３月24日（土）
	・肝がんについて

・脂肪肝について

・年度報告

・広島県肝治療特別推進事業の運用等について


オ　市民公開講座
	開催年度
	開催日時
	内容

	Ｈ28
	平成28年10月８日

（土）
	・肝疾患は克服できます

・肝臓癌の外科治療

	
	平成28年12月11日

（日）
	・肝臓の機能～肝臓の働きってなに？～

・ウイルス性肝炎～これからの肝炎の問題点ってなに？～

・脂肪性肝疾患～あなたの脂肪肝放っておいて大丈夫？～

・肝疾患相談室より～どのようなことを相談できるの？～

	Ｈ29
	平成29年６月11日

（日）
	・ウイルス性肝炎・脂肪性肝疾患

～はやくみつけて，ちゃんと治療へ～

・肝臓がん～あなたにあった治療法は？～

・肝硬変における栄養～意外と大事な栄養と運動～

・肝疾患相談室より～どのようなことが相談できるの？～

	
	平成29年７月30日

（日）
	・肝がんで死なないためには？

・肝臓と栄養について


カ　肝臓病教室
	開催年度
	開催日時
	内容

	Ｈ28
	平成28年６月29日（水）
	～ＮＡＳＨについて～

・ＮＡＳＨ（非アルコール性脂肪肝炎）とは？
－実はこわい脂肪肝－

・知って得する　脂肪肝の食事とライフスタイル

	
	平成28年９月28日（水）
	～肝硬変について～

・肝疾患の合併症について

・肝臓病の食事療法について

	
	平成28年12月７日（水）
	～肝がんについて～

・肝がんの診断と治療

・肝臓にやさしい食事のポイント

	
	平成28年２月１日（水）
	～ウイルス性肝炎と肝炎対策について～

・ウイルス性肝炎について

・肝炎対策について

	Ｈ29
	平成29年７月26日（水）
	～肝硬変について～

	
	平成29年９月27日（水）
	～脂肪肝について～

	
	平成29年12月６日（水）
	～肝臓がんについて～

	
	平成30年１月31日（水）
	～ウイルス性肝炎について～


（２）福山市民病院
　ア　肝疾患診療連携拠点病院等連絡会
平成21年10月に福山市民病院が拠点病院として選定されたことを受け，拠点病院等連絡会を

設置した。拠点病院等連絡会の委員は，各二次医療圏で選定されているネットワーク専門医療機

関の中から各圏域の中核的な医療機関から次の８の医療機関の専門医で構成している。
	医療機関名
	委員名
	医療機関名
	委員名

	総合病院三原赤十字病院
	橋本 訓招
	公立学校共済組合中国中央病院
	万波 智彦

	広島県厚生農業協働組合連合会尾道総合病院
	天野 始
	医療法人すこやか会森近内科
	森近 茂

	独立行政法人国立病院機構 
福山医療センター
	坂田 達朗
	福山市民病院
	坂口 孝作

	医療法人社団慶正会
奥野内科医院
	奥野 府夫
	医療法人社団
日本鋼管福山病院
	吉田 智郎


　　　《平成28年度》
日時：平成29年２月16日（木）19：00～
場所：福山市民病院
議題：
　（１）広島県肝炎治療特別促進事業の運用変更等について
　（２）Ｂ型・Ｃ型ウイルス性肝炎の治療状況と治療効果

イ　肝疾患相談室の運営
平成21年11月に設置
相談時間：月～金8:30～17:15
担当者：一般相談：看護師１名・専門相談：医師１名
相談方法：電話及び面談
相談内容：肝炎ウイルスの身体影響，検診受診の必要性，治療の意義，地域の医療提供体制，日常生活での留意点，感染予防，定期的医療機関受診の必要性，インターフェロン療法施行時の不安払拭等
　　　相談実績は，別紙資料のとおり
ウ　肝炎専門医療従事者の研修事業
	開催年度
	開催日時
	内容

	Ｈ28
	平成29年２月16日（木）
	・広島県肝炎治療特別促進事業の運用変更等について
・Ｂ型・Ｃ型ウイルス性肝炎の治療状況と治療効果について

	Ｈ29
	調整中
	


エ　市民公開講座
	開催年度
	開催日時
	内容

	Ｈ28
	平成28年7月9日（土）
	・広島県の肝疾患対策について

・Ｃ型肝炎の最新医療について
・肝硬変の診断と治療

	Ｈ29
	平成29年７月１日（土）
	・広島県の肝疾患対策について

・Ｂ型肝炎の治療と肝がん

・Ｃ型肝炎の治療と肝がん


オ　肝臓病教室
	開催年度
	開催日時
	内容

	Ｈ28
	平成28年6月15日（水）
	・肝機能検査について

・慢性肝炎と脂肪肝の食事療法について

	
	平成28年8月17日（水）
	・脂肪肝・自己免疫性肝疾患について

・Ｂ型・Ｃ型慢性肝炎について

	
	平成28年10月12日（水）
	・肝硬変について

・肝疾患のお薬について

	
	平成28年12月14日（水）
	・肝臓がんについて

・肝硬変と肝臓がんの食事療法について

	Ｈ29
	平成29年６月14日（水）
	・肝機能検査について

・慢性肝炎と脂肪肝の食事療法について

	
	平成29年８月９日（水）
	・脂肪肝・自己免疫性肝疾患について

・Ｂ型・Ｃ型慢性肝炎について

	
	平成29年10月11日（水）
	・肝硬変について

・肝臓疾患のお薬について

	
	平成29年12月13日（水）
	・肝臓がんについて

・肝硬変と肝臓がんの食事療法について


４　人材育成・普及啓発事業
（１）ひろしま肝疾患コーディネーター養成講座
　　　県及び市町の保健師，肝疾患専門医療機関の看護師等を対象に，肝炎についての知識を習得させ，肝炎患者等の適切な治療がコーディネートできる者を養成することにより，肝炎ウイルス持続感染者を早期に発見し，適切な治療を受けることができる医療提供体制を整備することを目的として，ひろしま肝疾患コーディネーターを養成した。

また，既に認定を受けているコーディネーターに対し，資質の向上を図るための継続研修を実施した。
（２）がん検診サポート薬剤師養成研修会

　　「がん対策日本一」推進事業において実施している，「がん検診サポート薬剤師養成研修会」において，薬剤師への肝炎ウイルス検査に関する研修を実施することで，薬局・薬剤師に対し，来局者への受検勧奨を依頼した。
	月　日
	場　所

	平成29年１月28日（土）
	福山商工会議所

	平成29年２月５日（日）
	広島県薬剤師會館

	平成29年２月19日（日）
	呉阪急ホテル

	平成29年３月５日（日）
	サンピア・アキ


（３）日本肝炎デー，肝臓週間における取組
平成28年７月25日（水）に広島駅南口で，広島大学肝炎・肝癌対策プロジェクト研究センター作成の肝炎ウイルス検査受検勧奨チラシ等を配布し，肝炎ウイルス検査受検を呼びかけた。また，県内の組合管掌健康保険組合に対し，肝炎ウイルス検査の導入及び従業員への受検勧奨を依頼した。
資料１
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